
都市づくり・まちづくりの制度 (まちづくり大学院・都市空間経営基礎) 講義概要案 

 

①、②10 月 6 日 6-7 限 地域活性化政策の系譜と今後の動向 

（和泉洋人）内閣官房地域活性化統合事務局長、慶応大学特別招聘教授、政策研究大学院

大学客員教授 

（戦後の地域開発や都市政策のレビューと小泉政権以降の都市再生、構造改革特区、地域

再生、中心市街地活性化の状況、新しい成長戦略を踏まえた総合特区制度への発展を概説） 

 

③10 月 20 日 7 限 制度論１：持続可能な開発にむけて （安藤） 

（我が国の都市政策の歴史を踏まえ、都市計画・地域開発の経緯とアジアを中心とする世

界の都市の状況を紹介し、サステナブルな都市計画・まちづくりの方向性を分析的に概括） 

 

④10 月 27 日 7 限 大型店の郊外立地と都市計画行政  

（明石達生）国土交通省国土技術政策総合研究所都市計画研究室長、東京大学非常勤講師 

（まちづくり三法による大規模商業施設の立地規制を最近の都市計画でどのように扱った

かを中心に、都市計画行政のあり方、中心市街地活性化、郊外のまちづくり等を概説） 

 

⑤11 月 10 日 7 限 都市計画行政と地域まちづくり－神戸市における制度と事例

を通して  

（安田丑作）（財）神戸市都市整備公社常務理事（こうべまちづくり学校長）、神戸大学名

誉教授 

（地方自治体における都市計画行政と地域まちづくりについて、早くからまちづくり協議

会方式など独自の取り組みをしてきた神戸市における制度と事例を通して概説） 

 

⑥11 月 17 日 7 限 制度論２：都市計画法と建築基準法 （安藤） 

（両法の目的、制度の変遷、現行法の体系、開発許可・建築確認の違い等両制度の特徴を

紹介し、区域区分・用途地域等の土地利用制度を通じて、両法の相互関係を分析的に概括） 

 

⑦12 月 8 日 6 限 制度論３：都市化促進のための制度 （安藤） 

（容積率緩和制度による誘導をはじめ、都市開発に用いられてきた事業等の都市計画制度、

地価動向等と合わせて、全国レベルの都市化を促した各種制度を具体の事例をもとに概括） 

 

⑧12 月 8 日 7 限 最近の都市政策の動向 

（松井直人）国土交通省都市・地域整備局街路交通施設課長、北海道大学客員教授 

（現在のまちづくり、都市政策の課題、国土交通省の都市交通政策の現状等を紹介し、都

市政策の観点から健康・医療とまちづくりを含む超高齢社会に向けた今後の方向を概説） 



 

⑨12 月 15 日 6 限 街づくりの基盤施設 

（岸井隆幸）日本大学理工学部教授、日本都市計画学会会長 

（案：河川、道路、街路をはじめとする都市におけるインフラ整備の状況を、国際比較等

を通して紹介し、これらの都市のインフラをどのように再生していくか今後の方向を概説） 

 

⑩12 月 15 日 7 限 都市の面的整備事業 区画整理 

（岸井隆幸）日本大学理工学部教授、日本都市計画学会会長 

（案：東京都内を例に郊外開発、震災復興、戦災復興、街路整備、既成市街地の再生修復

など、様々な目的に応じた区画整理を紹介し、国際比較を交えてその特徴を分析的に概説） 

 

⑪ 1 月 19 日 7 限 制度論４：都市化抑制のための制度 （安藤） 

（緑地保全、農地保護、住宅地の環境保全・緑化、景観形成等の目的に応じた都市化抑制

のための制度について具体例を交えて紹介し、逆都市化、低炭素化等の今後の課題も概括） 

 

⑫ 1 月 26 日 7 限 応用編１：防災関連の都市計画制度 （安藤） 

（防火地域、密集市街地整備等の制度と国際的な防災対策を紹介し、日本の都市計画制度

が震災戦災後にどう発展したか、また、今後の都市防災の課題にどう対処すべきかを概括） 

 

⑬ 2 月 2 日 6 限 Smart Region 都市地域開発の新しい動き 

（佐々波秀彦）元国際連合地域開発センター所長、同済大学顧問教授 

（案：戦後の地域開発に携わってきた経験からスマートグリッドをはじめとする都市地域

開発の新たな動きまで、日本の制度の背景と国際的な動向を紹介し、今後のあり方を概説） 

 

⑭ 2 月 2 日 7 限 応用編２：ニュータウンから再開発へ （安藤・遠藤薫） 

（農地の保護を図りつつ急速な人口増加に対応するために誕生したニュータウンを都市・

住宅政策から紹介し、郊外開発から都市の既成市街地の再生へと制度の移り変わりを概括） 

 

⑮ 2 月 9 日 6 限 応用編３：環境関連の都市計画制度 （安藤） 

（工場の立地規制や騒音対策等の公害対策から、日影規制、高度地区等の周辺環境調和、

都市緑地保全・緑化、歴史的環境保存のための制度、サステナブル建築政策の評価を概括） 

 

⑯ 2 月 9 日 7 限 応用編４：景観法と都市計画の関係 

（安藤）「主旨：『景観法』周辺調和と地方分権」 

（2004 年施行の景観法等の背景と特徴を紹介し、地方分権、住民参加や周辺調和を目指し

た今後の都市計画のあり方について概括。また、16 回の都市計画制度論のまとめを行う。） 


